
 

 

 

 

 

４期にわたる財政誘導目標により実現した財政健全化の水準を堅持していく。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

           

 

 
 

 
①令和８年度の財政調整型基金残高 ≧ ２００億円 

 

・財政調整型基金…財政調整基金、県立公共施設等建設基金、減債基金、大規模事業基金、長寿社会対策推進基金の５基金。 

 

 

②令和８年度の実質的な県債残高 ≦ ３，８００億円 
 

・実質的な県債残高…臨時財政対策債及び交付税措置率の高い防災関連等の起債に係る交付税措置額を除いた県債の残高。 

 

 

③当初予算編成時でのプライマリーバランスの黒字化 
 

・プライマリーバランスとは、基礎的財政収支のことで、黒字であれば、当該年度の政策的事業が将来への負担を増加させることなく実施でき、 

健全な財政運営が行われていることを示す。 

・プライマリーバランスの黒字（臨財債除く）：公債費－県債発行額＞０ 

 
財政誘導目標の達成状況 

５ 期 目 の 数  値  目  標  

Ｒ７当初：２１５億円 

Ｒ７当初：３，６２５億円 

Ｒ７当初：１４億円の黒字 

資料２



（令和７年２月時点の歳入・歳出を前提にした試算）

１ 財政調整型基金残高の推移

〇R5までは決算、R6は2月補正後決算見込、R7は当初予算後、R8は推計値。

２ 実質的な県債残高の推移

〇R5までは決算、R6は2月補正後決算見込、R7は当初予算後、R8は推計値。

今後の財政推計

1,123
1,064

1,001 1,003

826

738

649
581 554 541

433
392

364 385
449 450 451 452 453

421
383 373

310 302
272 273 274 274 275

215
151

100

300

500

700

900

1,100

1,300

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

（単位:億円）

3,624

4,136

4,579

4,957

5,221
5,371 5,391 5,271

5,050

4,873

4,711

4,562
4,440

4,377

4,126

3,975

3,826

3,683
3,554

3,435 3,401 3,361 3,304

3,452 3,508 3,471 3,512 3,522
3,534

3,625

3,890

3,200

3,700

4,200

4,700

5,200

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

（単位:億円）

目標達成に向けて更なる
行財政改革を推進

基金残高
引上げ

県債残高
引下げ
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目標値：3,800億円以下

目標値：200億円以上

国土強靭化、防災・減災対策に係る起債の新設により、H30以降県債残高が逓
増（※従来であれば国庫補助金で措置されていた財源が、地方債への交付税措
置に振り替わり、起債の活用が財源的に有利）


